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レジメ

▪新型コロナウイルスに関するアンケート ～ 各社のICTツールの活用状況 ～

▪建設現場で利用できるICT（ハード・ソフト・サービス）

▪土木工事技術委員会「土木技術情報部会」との交流
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新型コロナウイルスに関するアンケート

～ 各社のICTツールの活用状況 ～



© Copyright 2021, Japan Federation of Construction Contractors 建設現場における先端ICT活用の最新動向 P.4

新型コロナウイルスに関するアンケート ～ ICTツールの活用状況 ～

第1次新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言（2020年4月7日発出）中／宣言後／
2021以降の３フェーズに分けて、各社が導入したアプリケーション・サービスを
アンケート調査した。（調査対象16社）
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１．2020年春緊急事態宣言以前からテレワーク制度を導入
していたか

新型コロナウイルスに関するアンケート

緊急事態宣言が出される以前から、16社中11社
（69%）は育児や介護等のために、審査の上で認めて
いた。また、5社（31%）はテレワーク試行中だった。

２．緊急事態宣言にあたり取り組んだ内容があるか（複数回答）

緊急事態宣言前 緊急事態宣言中 緊急事態宣言後

以前から育児

や介護等のた

めに審査の上

で認めていた

11
69%

テレワーク試行

中だった

5
31%

7

8

10

11

0 2 4 6 8 10 12 14 16

モバイルWiFiルーターを会社が支給

リモートデスクトップライセンスを追加

VPNライセンスを追加（VPN回線増強含む）

ネットワークを増強
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３．テレワークの実施率（現場を除く）

新型コロナウイルスに関するアンケート

ほとんどの会社が50%を超える実施率
で、うち70%を超える会社は16社中7

社（43%）あった。

４．テレワークを実施しなかった（できなかった）理由や阻害要因（複数回答）

3

1

0

3

2

4

3

0 1 2 3 4 5

不明

30-39%

40-49%

50-59%

60-69%

70-79%

80-89%

3

16

16

0 2 4 6 8 10 12 14 16

外部から社内へ接続するためのVPN接続が不安定

契約書・請求書等の紙書類の押印や郵便物の取り扱いなど

場施工管理や事故対応など直接出社する必要がある業務

緊急事態宣言前 緊急事態宣言中 緊急事態宣言後



© Copyright 2021, Japan Federation of Construction Contractors 建設現場における先端ICT活用の最新動向 P.7

５．テレワーク実施時の課題（複数回答）

新型コロナウイルスに関するアンケート

６．テレワーク実施時の社内ルール変更（社内書類の押印の省略など）（複数回答）

緊急事態宣言前 緊急事態宣言中 緊急事態宣言後

9

14

15

0 2 4 6 8 10 12 14 16

社内ネットワークのリソース不足、リモートアプリのタイムラグ等

コミュニケーションの取り辛さやITリテラシーの差による生産性の格差

自宅の作業環境（端末や周辺機器の会社未貸与、PCスペック不足、通信環境等）

4

6

7

0 1 2 3 4 5 6 7 8

ディスプレイなどの備品購入を会社が補助

一部業務を電子押印に移行

押印について、省略や事後押印を可とした
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７．テレワーク急増に伴い社内システム、アプリなどで障害などが発生したか
（複数回答）

新型コロナウイルスに関するアンケート 緊急事態宣言前 緊急事態宣言中 緊急事態宣言後

11

12

0 2 4 6 8 10 12 14 16

想定外のアクセス集中による、オンライン会議の品質低下

VPNやリモート接続の速度低下が発生
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８．ICTを活用したコロナウィルス対策を実施したか（感染者との濃厚接触者特定
など）（複数回答）

新型コロナウイルスに関するアンケート

９．それまで利用してきたICTツールを別のツールに変更したか
（ZoomからTeamsへの変更など）（複数回答）

緊急事態宣言前 緊急事態宣言中 緊急事態宣言後

9

12

16

0 2 4 6 8 10 12 14 16

検温システムの導入

接触確認アプリCOCOAのインストール

Web会議システムの利用

1

2

3

0 2 4 6 8 10 12 14 16

仮想デスクトップのサービス変更

チャット等のコミュニケーションアプリの変更

Web会議システムの導入や変更



© Copyright 2021, Japan Federation of Construction Contractors 建設現場における先端ICT活用の最新動向 P.10

１０．2020年春緊急事態宣言後のテレワーク実施率（現場を除く）

新型コロナウイルスに関するアンケート

・テレワークの実施率は、各社の業況により様々であった。

緊急事態宣言前 緊急事態宣言中 緊急事態宣言後
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2
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0
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不明

0-9%

10-19%

20-29%

30-39%

40-49%

50-59%

60-69%

70-79%
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新型コロナウイルスに関するアンケート

１１．社内ルールの変更によりICT環境に変化があったか（変化を求められているか）
（複数回答）

緊急事態宣言前 緊急事態宣言中 緊急事態宣言後

1

2

2

3

3

4

11

12

0 2 4 6 8 10 12 14 16

テレワーク状況のリアルタイム可視化

仮想デスクトップ(DaaS)の導入検討

検温機器と社内システムとの連携

今後配布するPCを全てノートPCに統一

Web会議では、専用会議室の増設

ゼロトラストネットワークの検討開始

ハンコレスやRPAの導入

DX推進や電子印鑑の導入
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建設現場で利用できるICT

（ハード・ソフト・サービス）
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オフィスIoTサービス 「コロナトレーサー®」

・会議室などの閉空間に集まった人
を自動的に検知します。

・ 各自の持つビーコンタグ、または
スマホのアプリを利用します。

・ 在室状況は、クラウドに自動収集
します。

・ 在室状況をもとに、感染者と同席
した濃厚接触者を特定します。

・ GPS等の位置情報は収集しません。
特定の社員の行動を常時監視する
こともできません。

販売・開発：IoT-EX株式会社（https://www.iot-ex.co.jp/）

iOS
Android
Windows

総務部等

会議室1 会議室2 会議室n

親機 親機 親機子機 子機 子機

会議室に設置するAndroid端末
(ビーコン受信機)

ビーコンアプリ、クラウドサービス接続
用アプリをインストールして利用開始

親機 子機

ビーコンタグ、
または、Androidアプリ

アプリをスマホにインストール、また
はビーコンタグを登録して利用開始

管理者がクラウドサービスを
閲覧/操作するPC

感染者を入力し、在室状況を特定し、
濃厚接触者を絞り込み

管理者
P C

IoT-EX
クラウドサービス

在室状況

手間のかかる濃厚接触者の特定を自動化し、職場クラスターの拡大防止に

https://www.iot-ex.co.jp/
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現場の安全管理業務の効率化を目指す「建設データインサイト」
Windows

➢入退場情報をもとに新規入場者数・残留者数を自動表示
→ サイネージ表示すると、現場全体で確認できる！

➢検温結果は体温計をスマートフォンで撮影・提出(*1)
→ データ集約が簡単！

➢メール送信機能
→ 入場自粛要請などのメッセージも簡単送信！

新規入場者や残留者、検温結果など現場の安全管理に役立つデータを提供します。

【作業員】

新規・残留者の表示

入退場者集計

高齢者等の絞り込み

データ出力 メッセージ送信

発熱者の絞り込み

検温結果の表示

【現場サイネージ画面】

検温結果の提出
(*1）

メッセージ送信

入退場情報等の表示入退場データの
連携

*1：ご利用には「My建設サイト」アプリのご登録が必要です。 *2：企業別・作業員別の入退場情報が出力可能

（通門管理）
【元請会社Web画面】

健康レポート管理

【CSVデータ*2】
データ出力

入退場者集計

Android
iOS

販売・開発元：株式会社MCデータプラス（https://www.mcdata.co.jp/）
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遠隔臨場対応※ウェアラブルカメラ「Safie Pocket2」

販売・開発元：セーフィー株式会社
（https://safie.link/）

iOS
Android
Windows

現場

画素数：100万画素

画角 ：水平120度程度

防水防塵：IP67

広角レンズ

スナップショット

ボタンを押すと

フルHD高画質で静止画を保

存できます

呼び出しボタン

Safieクラウド
LTE通信

Bluetooth

ヘッドセット

HD高画質/100万画素で

動画を撮影できます

各種アタッチメント

（クリップ・三脚など）に装着できます

現場従事者がカメラと併用して装着すること

で、遠隔で視聴する相手と会話ができます

Bluetooth

遠隔で映像を視聴する相手と

会話ができます

バッテリー：内蔵型

連続稼働時間：最大8時間

通信：LTE / Wi-Fi

ライブ映像＋会話

カメラ本体特徴

呼び出しボタン

遠隔で映像を視聴する相手と

会話ができます

本部

LEDライト付きで

暗闇でも撮影可能

ライブ映像
音声通話

LTE通信料込
ドコモ系SIM内蔵

30日間全録画
ダウンロードも可

作業記録
技術伝承に

通信制限なし

作業指示
進捗確認

※国土交通省「令和2年度における遠隔臨場の試行について」(2020年5月7日)
「建設現場における遠隔臨場の令和２年度の試行方針」の内、映像と音声の「撮影」及び「配信」仕様に適合
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建設現場管理支援クラウドソリューション「StructionSiteTM」

販売元： 株式会社チェンジ（https://www.change-jp.com/）
株式会社オーク情報システム（https://www.oakis.co.jp/）

Android
Windows

iOS

360°画像で建設現場を再現し、工程・品質・安全の管理をサポート
✓ 撮り漏れなしの360度カメラで撮影するだけで建設現場を簡単デジタル化

✓ スマホ、タブレット、パソコンから、いつでもどこでも遠隔臨場

✓ 画像で場所を明確にしてチャットやメールによる作業指示や作業完了報告が可能

✓ 隠蔽部もワンクリックで確認可能で、無駄なやり直し作業を低減

✓ 北米中心に200社以上が導入、国内でも200現場以上で活用実績あり

【比較確認ビューワー】
•図面上で好きな場所・好きな方向の状況を即座に遠隔から確認可能

•過去との比較、BIMとの比較により進捗確認や出来形確認を支援

•作業員や発注者、監理者にも一目瞭然で状況を説明可能

【VideoWalkTM 】
•カメラを持って歩くだけでAIが自動で
ウォークスルーor ストリートビューを作成

• GPSのない場所でも経路を自動判別

1週間前 現在 現場画像 BIM
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クラウド対応AI映像監視サービス「TRASCOPE-AI」

商品・サービス：丸紅ネットワークソリューションズ（https://www.marubeni-network.com/）販売元：沖電気工業株式会社（https://www.oki.com/）

iOS
Android
Windows

AI アルゴリズムをカメラ端末（エッジ）に搭載。
サーバレスで顔認証や物体検知等を低コストで実現できる AI カメラ。
✓ カメラ端末（エッジ）に AI を搭載。最大で30人同時に識別可能な顔認証システム。

✓ MCデータプラス社のグリーンサイトの入退場管理システムとも連携可能。

✓ サーマルカメラと連動し、体温測定・マスク着用検知のシステムも開発中。
✓ 顔認証だけでなく、車番認証システムとしても利用する事が可能。

＜AIカメラと映像分析アルゴリズム＞

映像データをクラウドに保存

必要な映像データを
クラウドに送信

クラウド上の映像
データにアクセス
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RICOH360 Projects

販売元：株式会社リコー(https://www.ricoh360.com/ja/projects/) 

iOS
Android
Windows

現場の様子を360°画像でもれなくデジタル化
施工状況を効率的に共有できるクラウドサービス
RICOH THETAで360°画像を簡単に､撮影､整理､共有できる｡
現場で撮影した360°画像を図面上に配置､手描きコメントを記入できる｡
現場にいるような臨場感､2画面表示で進捗を新旧比較して閲覧できる｡

時系列で遡り･分割表示して比較可

図面上で撮影位置を指定して撮影

撮影したその場で手描きコメント

今後の開発ロードマップ

国内メーカーのサービス
日本の建設工事にマッチした機能追加､例えば､電子納品や発
注者との情報共有への適用に向けた期待感もある｡

位置は手動指定
手持ち手動撮影

位置は自動判断
手持ち手動撮影

位置は自動判断
自動撮影

現在 2022年度

ウェアラブル化

https://www.ricoh360.com/ja/projects/
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建設現場向けデジタルサイネージ「J-Vision LED＋建設SIGNESS」

販売元：ジャパンギャランティサービス株式会社(https://www.jgskk.co.jp/)

iOS
Android
Windows

・大型LEDで様々な情報を…より多くの人へ、より効率的に

・ソーシャルディスタンスを確保した朝礼会場でも高い視認性

・複数ディスプレイへの同時配信により、分散朝礼の実績多数

100インチ超の大型LEDサイネージ＋クラウド型配信サービス

「J-Vision LED」

「建設SIGNESS」

・音声読み上げ機能を活用し、新規入場者教育にも利用可能

・ニュースコンテンツで日々の新しい情報を確認

・その他にも多数機能アップデートあり

熱中症に
ご注意ください…

音声読み上げ機能 ニュースコンテンツ(例)

朝礼会場に100インチ超の大画面LEDを設置

※建設SIGNESSは気象情報などのコンテンツサービスが充実した多機能サイネージサービスです。

-100インチ超の大型LEDサイネージ-

-最新アップデート情報-

https://www.jgskk.co.jp/
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協力会社向け Wi-Fiアクセスポイントサービス「TAKUMINOWA」

サービス提供：
日建リース工業株式会社

iOS
Android
Windows

サービス導入を進めることで『どの会社』の『どの現場』
に行っても『TAKUMINOWA』が使用出来るようになり、
利用者の利便性が高まります。

プランA Wi-Fiアクセスポイント機器ご提供プラン

プランB-1 インターネット回線＋Wi-Fiアクセスポイント機器ご提供プラン（有線）

プランB-2 インターネット回線＋Wi-Fiアクセスポイント機器ご提供プラン（無線）

プランC Cloud-SIM＋ Wi-Fiアクセスポイント機器ご提供プラン

プランD インターネット回線+広域Wi-Fi環境構築ご提供プラン

・Wi-Fiアクセスポイント機器のみをレンタルにてご提供します。

各建設現場に最適なプランをご用意

・インターネット回線手配(有線）、Wi-Fiアクセスポイント機器をレンタルでご提供します。

・インターネット回線手配(無線）、Wi-Fiアクセスポイント機器をレンタルでご提供します。

・Cloud-SIMを利用したプランです。３キャリア（DoCoMo/au/Softbank）から、
接続のつど最適なキャリアを自動選択。配線工事が不要で、ご利用場所を選びません。

・広域Wi-Fi環境構築をご提供するプランです。高層階や地下朝礼会場等、Wi-Fiを
使いたい場所へWi-Fi環境を構築します。

最大の特長

協力会社向けのWi-Fiアクセスポイント（インターネット接続サービス）を提供、インフラを整備することで働きやすい建設現場の環境づくりに貢献

※ブラウザにて認証します

（https://www.nrg.co.jp/nikkenlease/takuminowa/indextakuminowa.html）

https://www.nrg.co.jp/nikkenlease/takuminowa/indextakuminowa.html
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若手現場員・職長の日常業務を、３つの「業務効率化アプリ」と
「 位 置 認 識 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 」 に よ り 飛 躍 的 に 効 率 化 し ま し た

業務効率化アプリと位置認識プラットフォーム「位置プラス ®」
iOS

Android
Windows

提供元：株式会社朝日興産（https://www.asahi-ko-san.co.jp/）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

3,500 9,000 9,000 9,000 4,500

5,500

4,500

1,500

高車０３

Bluetoothビーコンで位置を把握 登録プラットフォーム

ビーコン
仮設照明や
高車に取付

高車０３ 検索 ２０１号室

Ａタイプ

ＬＧＳ

ＳＤ

設備

ボード

パテ

クロス

床

スマホで完了報告

3F

301 302

設備 SD

2F

201 202 203

要確認 SD 作業中

1F

101 102 103

作業完了 着手可 ダメ残し

作業：ボード▼

常に最新の進捗情報を

① ② ③

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

ビーコン01 登録

ビーコンの紐づけ

いつでもどこでも利用予約

位置認識プラットフォーム

位置プラス探 高車予約 位置プラス進捗

サービスの特長

いつでもどこでも利用予約 スマホで進捗報告 常に最新の情報を探したいものがすぐ見つかる

現場内の人やものの位置を探索

毎朝の探索手間を削減！

高車の予約管理、利用状況確認

予約調整手間・高車台数を削減！

スマホで進捗報告→自動見える化

進捗管理・作業段取り手間を削減！

BLEビーコンを用いて現場内の人・もの・機械の位置情報を取得

スマートデバイスもビーコンやGPSと連携して位置を認識できます

クラウドサービスで簡単アプリ導入
ユーザー側でのサーバー等の準備なしに利用可能

安心のセキュリティ対策
通信暗号化、私有スマホ対策 など

充実のサポート体制
現場ごとに最適な運用方法のご提案
アプリ・ハードの設定対応、
職長向けの説明会の実施、問い合わせ対応

https://www.asahi-ko-san.co.jp/
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グループウェア統合クラウド型電話交換機「Microsoft Teams 電話システム」

▪ Office 365/Microsoft 365 で利用可能なクラウド型電話のソリューション

▪ 在宅勤務の PC や従業員のスマートフォンから、クラウド経由で企業電話の機能を利用可能

販売元：日本マイクロソフト(https://www.microsoft.com/)

iOS
Android
Windows

オフィスへかかってきた電話を
在宅勤務中の PC で受話

時間外は当番の従業員で
対応

03-4444-5555

現場へ出たり、
外出中でも対応可能

キャリアの無線通信網が圏外（地下等）で
あっても Wifi を敷設する等インターネット
へ接続できれば電話環境を用意可能

チャット、ファイル共有、オンライン会議が一つになった統合型グループウェア

いつでも気軽に会話 チームのファイルを
一つに共有、共同編集

高品質なビデオ会議

豊富な企業電話機能

自己保留・保留解除、通話中の手動転送（ブラインド / コンサルタント）、自動転送、不応答転送、同時呼び出し、通話履歴、
発信者番号通知（変更）、着信音設定、固定電話、ボイスメール、キャンプオン、着信拒否設定、代理機能（上司・秘書機
能）・共有ライン、通話グループ・コールピックアップ、コールキュー、コールパーク

PSTN

選べるキャリア

• Softbank
• NTT Communications
• KDDI
• その他既存契約キャリア

選べる端末
• PC/Mac
• iOS/Android
• Web ブラウザ
• 固定電話機 等

完全クラウド型
サービス
• 機器、回線の敷設不要
• 拡張・縮小が柔軟

様々な働き方に対応
• オフィス勤務
• 在宅勤務/サテライトオ

フィス
• 工場・店舗
• 出張/出向/海外

Microsoft Teams とは…
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ディープラーニングで発話者を識別、発言録の自動作成、
専用のエディタで修正でき、効率的に精度の高い発言録が作成可能

議事録作成支援「FUJITSU AI Zinrai TalkVisible」
iOS

Android
Windows

販売元：富士通株式会社（https://www.fujitsu.com/jp/）

音声を聞きながら
専用エディタで簡単編集

マイク１本で録音した
会議の音声データをインプット

会議を録音 文字起こし（AIにお任せ） 編集 関係者へ共有

「AI音声明瞭化」「音量均一化」の
前処理で音声認識率を向上

利用シーン

役員会議、社内会議 講演会、記者会見

拠点間会議

ヘッドセット
(電話会議システム)

・複数のマイクが無くても
話者識別可能

・会議資料をアップロード
するだけで専門用語の
認識率を向上

・編集箇所の音声を自動で
繰返し再生、聞き戻し
操作は必要なし

・作成時間を最大50%*1短縮

汎用マイク1本でOK

専門用語の認識率向上

専用エディタによる簡単編集

議事録作成作業の負荷軽減

導入メリット

*1：富士通調べ（当社員による修正時間の比較）
特許出願済

※本資料中、特許出願済表示箇所については特許出願済の技術を含みます。
※本製品に議事内容の要約機能は含まれません。

ICレコーダー
または
汎用マイク

(PC/ボイスレコーダー)

ポータルで共有

録音設備

ポータルサイトへ
音声データ、
会議資料を登録

音声データを
自動的に

テキストへ変換
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土木工事技術委員会

「土木技術情報部会」との交流
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土木工事技術委員会「土木技術情報部会」との交流

▪背景・目的

- 日建連内で各会議体の活動が縦割り状態にあり、それぞれの活動内容さえも伝わっておらず、各会議体で
同様な活動をしているなど問題を抱えている。

- 土木のICTを担当している「土木技術情報部会」からの要請もあり意見交換を行った上で、今後お互いの
会議に自由に参加することで合意した。（Web会議による参加）

▪ 2020年度の交流

- 2020年8月21日 キックオフ会議（各専門部会の活動内容の情報交換）
ベンダー紹介の聴講（Teams Phone System／Safie Pocket 2）

- 2020年9月15日 協業できそうなテーマについて意見交換、ベンダー紹介の聴講
（協力会社のICT環境整備、生コン伝票の電子化、スマートシティ／インフラ）
ベンダー紹介の聴講（J-Vision＋建設SIGNESS）

- 2020年10月22日 ベンダー紹介の聴講（BeeCap Here）

- 2020年11月19日 デジタル写真管理情報基準「工事写真レイヤ化」について
ベンダー紹介の聴講（TAKUMINOWA）

- 2020年1月13日 ベンダー紹介の聴講（RICOH 360 Projects）
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【参考】デジタル写真管理情報基準「工事写真レイヤ化」について

（一社）日本建設業連合会ホームページ位より引用（ http://www.nikkenren.com/rss/pdf/1556/ApplicationLayering.pdf ）

http://www.nikkenren.com/rss/pdf/1556/ApplicationLayering.pdf


ご清聴ありがとうございました

安藤ハザマ 清水 充子
大林組 鈴木 理史

堀内 英行
奥村組 吉原 宏和
鹿島建設 高橋 健一
熊谷組 平山 政裕
鴻池組 橋本 諭

藤原 光弥
五洋建設 清田 茂晃
清水建設 野村 裕一

清水建設 室井 俊一
大成建設 中谷 晃治
竹中工務店 大東 宗幸
東急建設 平井 康博
戸田建設 内藤 明徳

羽田 正沖
西松建設 有馬 裕樹
フジタ 千葉 拓史
前田建設工業 海老沼 博幸
三井住友建設 千葉 史隆

（社名五十音順）

IT推進部会 先端ICT活用専門部会


